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野蒜復興新聞 

震
災
で
社
殿
ご
と
流
さ
れ
た

亀
岡
地
域
の
守
り
本
尊
で
あ
る

海
津
見
神
社
の
毘
沙
門
様
が
氏

子
会
の
和
泉
事
務
長
様
や
地
域

の
方
々
の
努
力
に
よ
り
、
２
０

１
１
年
５
月
に
津
波
瓦
礫
の
中

か
ら
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
像
の

部
材
を
拾
い
集
め
、
東
北
歴
史

博
物
館
に
運
び
込
み
ま
し
た
。 

見
逃
し
た
部
材
が
な
い
か
近

辺
を
探
し
廻
り
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
８
０
０
年
近
く
連
れ

添
っ
た
邪
鬼
が
見
つ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
専
門
家

の
手
に
よ
り
砂
や
塩
分
の
除

去
、
高
度
な
技
術
で
の
本
格
的

な
修
復
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
像

は
現
在
、
東
北
歴
史
博
物
館
に

保
管
さ
れ
、
展
示
会
で
２
回
ほ

ど
毘
沙
門
様
の
お
姿
を
拝
顔
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

像
は
、
現
在
東
北
歴
史
資
料

館
に
保
管
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

地
域
で
は
震
災
前
、
初
詣
や
ど

ん
と
祭
、
５
月
の
例
大
祭
が
行

わ
れ
子
供
神
輿
や
昭
和
年
代
に

は
夜
店
が
出
る
等
盛
大
で
大
人

の
神
輿
が
各
戸
を
回
り
野
蒜
海

岸
で
入
水
し
開
運
を
祈
っ
た

事
。
青
年
団
に
よ
り
境
内
に
舞

台
が
作
く
ら
れ
夜
ど
う
し
踊
り

が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
地
域
の

人
々
に
信
じ
ら
れ
就
職
・
入
学

や
７
５
３
等
参
拝
し
た
思
い
出

が
よ
み
が
え
り
、
ま
さ
に
私
の

鎮
守
の
森
で
あ
り
故
郷
で
す
。 

野
蒜
地
域
の
交
通
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討 

 

▶ 

１
月
19
日
の
役
員
会
の
様
子 

 

１
月
19
日(

木)

、
第
９
回
野

蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
役
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

始
め
に
、
市
よ
り
、
野
蒜
地

域
の
将
来
の
交
通
に
つ
い
て
、

震
災
以
降
、
仮
設
住
宅
の
建
設

や
高
台
へ
の
集
団
移
転
、
駅
の

移
転
な
ど
の
復
興
に
伴
う
地
域

の
変
化
が
背
景
に
あ
る
こ
と
に

触
れ
、
現
在
、
新
し
い
野
蒜
に

対
応
し
た
交
通
計
画
づ
く
り
を

始
め
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 

役
員
か
ら
は
、
現
在
運
行
し

て
い
る
ら
く
ら
く
巡
回
バ
ス
な

ど
、
地
域
の
状
況
に
合
っ
た
見

直
し
が
必
要
で
す
が
、
交
通
弱

者
に
と
っ
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

は
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
も
挙
が
り
ま
し
た
。 
 

は
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
が
挙
が
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
歩
行
者
に
も
優
し
い

交
通
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
宮

野
森
小
学
校
近
く
を
は
じ
め
と

し
た
横
断
歩
道
は
２
月
22
日
・

23
日
に
整
備
さ
れ
、
交
差
点
へ

の
信
号
機
は
順
次
設
置
さ
れ
て

い
く
予
定
で
す
。 

２
月

16

日(

木)

午
後
６
時

30

分
か
ら
野
蒜
市
民
セ
ン

タ
ー
に
て
、
今
後
の
公
共
交
通

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
ご
意
見

や
ご
意
向
を
伺
う
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。 

海
津
見
神
社
で
は
震
災
前
、

初
詣
や
ど
ん
と
祭
、
５
月
の
例

大
祭
、
子
供
神
輿
が
行
わ
れ
、

昭
和
年
代
に
は
大
人
の
神
輿
が

各
戸
を
廻
り
野
蒜
海
岸
で
入
水

し
開
運
を
祈
っ
た
こ
と
、
青
年

団
に
よ
り
境
内
に
舞
台
が
作
ら

れ
、
夜
通
し
踊
り
が
行
わ
れ
た

こ
と
な
ど
地
域
の
思
い
出
が
よ

み
が
え
り
、
毘
沙
門
様
が
守
ら

れ
た
海
津
見
神
社
は
、
ま
さ
に

私
の
鎮
守
の
森
で
あ
り
、
故
郷

で
す
。 

「
仏
像
の
概
要
」 

・
木
造(

カ
ヤ
材)

 

・
像
高
１
６
１
．
８
㎝ 

・
鎌
倉
時
代(

13
～
14
世
紀)

 

武
神
ら
し
く
堂
々
と
し
た
姿

や
大
き
く
後
方
に
た
な
び
く
着

衣
が
印
象
的
で
す
。 

 

野
蒜
風
土
記(

安
永
５
年)

に

よ
れ
ば
当
時
毘
沙
門
堂
と
言
う

仏
堂
に
ま
つ
ら
れ
、
余
慶
浜
の

沖
合
で
漁
の
網
に
仏
像
が
掛
か

り
引
き
上
げ
ら
れ
地
主
の
畑
地

に
安
置
さ
れ
た
と
勧
請
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
の
こ

れ
ほ
ど
仏
像
が
東
松
島
市
の
他

に
な
く
、
貴
重
な
文
化
財
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
事

に
保
存
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。      

(

文)

佐
々
木
勝
久 

野
蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

役

員

会 

公
共
交
通
活
用
計
画 

(

※
検
討
案
一
例)

  

①
人
口
減
少
エ
リ
ア
の
移
動
支

援
・
運
賃
・
台
数
な
ど
地
域

内
の
需
要
に
合
わ
せ
た
ら
く

ら
く
号
の
見
直
し 

②
無
料
循
環
バ
ス
宮
戸
便
の
朝

夕
限
定
運
行
な
ど
通
勤
・
通

学
や
観
光
、
復
興
状
況
に
合

わ
せ
た
運
行
見
直
し 

③
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、
わ

か
り
や
す
い
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
提
供
へ
の
環
境
整
備

(

案
内
板
や
拠
点
整
備)

 

④
持
続
可
能
な
地
域
活
性
化
を

目
指
す
た
め
の
、
地
域
住
民

に
よ
る
運
行
活
用
・
支
援
の

段
階
的
実
施 

 

誰
に
と
っ
て
も
住

み
易
い
野
蒜
へ
！ 
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お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
市
か
ら
、
地
区
の

整
備
状
況
と
地
区
自
治
会
制
度

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
今
後
の
地
区
自
治
会
設
立

予
定
に
つ
い
て
今
年
９
月
か
ら

と
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。 顔

合
わ
せ
会(

懇
談
会)

に 

は
、
午
前
に
一
丁
目
と
三
丁
目

で
57
世
帯
、
午
後
に
二
丁
目
で

92
世
帯
の
計
１
４
９
世
帯
が
集

の
●
●
世
帯
が
集
ま
り
、
今
後

の
地
区
で
の
活
動
で
ど
ん
な
こ

と
を
し
た
い
か
等
に
つ
い
て

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 

顔
合
わ
せ
会(

懇
談
会)

 

１
月

20

日(

金)

に
災
害
公

営
住
宅
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 会

議
で
は
、
２
月
４
日(

土)

に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
野

蒜
ケ
丘
の
災
害
公
営
住
宅
の
位

置
決
め
説
明
会
に
つ
い
て
、
当

日
の
流
れ
や
内
容
、
配
布
資
料

等
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
後
の
災
害
公
営
住
宅
位
置

決
め
の
流
れ
や
、
位
置
決
め
の

方
法
、
位
置
を
選
ぶ
と
き
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明

会
当
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
内

容
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
、
部
会

に
よ
っ
て
概
ね
了
承
さ
れ
ま
し

た
。 

 

◀ 

１
月
20
日
の
部
会
の
様
子 

１
４
９
世
帯
２
３
０
名
意
見
交
わ
す 

▶ 

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン 

▶ 

完
成
し
た
ば
か
り
の
宮
野
森
小
学
校
体
育
館
に
多
く
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

野 蒜 北 部 丘 陵 振 興 協 議 会 

▶ 

地
区
自
治
会
の
設
立
予
定
時
期
と
入
居
軒
数
の
予
測
値 

 

災

害

公

営

住

宅

部

会 

野
蒜
ケ
丘 

災
害
公
営
住
宅 

位
置
決
め
説
明
会
開
催
の
ご
案
内 

 

こ
の
度
、
野
蒜
北
部
丘
陵
地
区
災
害
公
営
住
宅
の

仮
申
込
み
世
帯
を
対
象
と
し
た
「
位
置
決
め
説
明

会
」
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
住
戸
位

置
決
定
に
関
す
る
手
続
き
に
つ
い
て
の
重
要
な
説
明

会
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

日
時
：
２
月
４
日(

土) 

説
明
会
：
10
時
～(

受
付
：
９
時
半
～) 

現
地
見
学
：
11
時
頃
～ 

場
所
：
野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル 

持
ち
物
：
筆
記
用
具 

内
容
：
位
置
決
め
手
順
、
位
置
決
め
の
ポ
イ
ン
ト
等 

連
絡
先
：
東
松
島
市
役
所
建
設
課(

鳴
瀬
庁
舎)

 

復
興
住
宅
班 

担
当
：
木
村
、
江
原
、
德
永
、
小
山 

℡
０
２
２
５
‐
８
２
‐
１
１
１
１(

内
線
２
２
６
３)

 

１
月
15
日(

日)

、
落
成
式
を

終
え
た
ば
か
り
の
宮
野
森
小
学

校
の
体
育
館
を
会
場
に
し
、
顔

合
わ
せ
会(
懇
談
会)

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

最
初
に
宮
野
森
小
学
校
長
か

ら
、
地
域
の
学
校
と
し
て
、
地

区
住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
学

校
を
運
営
し
て
行
き
た
い
と
の

が
ら
市
よ
り
、
地
区
の
整
備
状

況
と
、
地
区
自
治
会
制
度
の
概

要
に
つ
い
て
最
初
に
説
明
が
あ

り
、
現
時
点
で
の
公
共
公
益
施

設
等
の
配
置
計
画
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
次
に
、
市
民
協
の
報
告

も
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た 

92
世
帯
の
計
１
４
９
世
帯
が
集

ま
り
、
今
後
の
地
区
で
の
活
動

で
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
い
か
等

に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
出
さ

れ
、
花
見
や
お
祭
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
見
回
り
な
ど

地
区
の
防
犯
の
必
要
性
も
語
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
出
さ
れ
た
意

見
等
は
、
集
計
さ
れ
た
後
、
２

月
26
日(

日)

に
予
定
さ
れ
て
い

る
次
回
の
顔
合
わ
せ
会(

追
っ

て
ご
案
内
し
ま
す)

や
、
将
来

的
な
地
区
自
治
会
の
形
成
に
反

映
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。 


